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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融緩和をはじめとした各種金融・経済政策によ

り、企業業績や消費動向が改善するなど景気回復の兆しが見られるものの、新興国の経済停滞の影響が

懸念されることもあり、力強さに欠ける状況が続きました。今後の成長戦略に基づく期待感はあるもの

の、当社グループが事業領域とする情報システム業界においては、顧客の情報システム投資に対するコ

スト意識は依然として厳しいものがあり、顕著な効果はまだ見られておりません。 

 しかし、当業界は「クラウドコンピューティング」や社会保障・税番号制度に象徴されるように変革

期を迎えております。当社を取り巻く環境も、自治体クラウド推進機運の高まり、番号制度の創設、文

字情報基盤の整備等大きく動き始めております。 

 このような環境のもと、当社グループは、成長力の高い企業集団を目指し、優秀な人材確保を積極的

に進め、クラウド、番号制度等を中心にコンサルティングメニューの拡大、質的向上を図り、受注活動

を進めてまいりました。 

  

コンサルティング事業におきましては、官公庁、地方自治体、独立行政法人をはじめとした公共部門

の主要な売上高が３月の連結会計年度末に集中する傾向があるため、当第３四半期連結累計期間の売上

高は前年同四半期とほぼ同水準で推移いたしました。 

 システム開発事業におきましては、コンサルティング事業とのシナジー効果を狙い、業務範囲の拡充

と事業領域の拡大を積極的に進めました。また、当第３四半期連結累計期間には、動画配信、Webシス

テム開発を中心に事業展開をするシーエムジャパン株式会社およびマーケットデータシステム、外国為

替関連開発に特化したフロント・アプリケーションズ株式会社を連結子会社といたしました。 

  

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は964百万円（前年同四半期比 56.8％増）、営業損

失は175百万円（前年同四半期は76百万円）、経常損失は167百万円（前年同四半期は72百万円）となり

ました。また、特別利益に、平成25年７月の事務所移転に伴う受取補償金10百万円等を計上しました

が、四半期純損失は171百万円（前年同四半期は76百万円）となりました。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

  ① コンサルティング事業  

当第３四半期連結累計期間の売上高は266百万円（前年同四半期比 5.5％減）、セグメント損失

は141百万円（前年同四半期は57百万円）となりました。 

 ② システム開発事業 

当第３四半期連結累計期間の売上高は700百万円（前年同四半期比 110.2％増）、セグメント利

益は０百万円（前年同四半期は６百万円）となりました。 

  

  

  

  

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
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当第３四半期連結会計期間末における財政状態は次のとおりです。 

（資産） 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、805百万円（前連結会計年度末比63百万円減

少）となりました。 

 これは主に、現金及び預金が52百万円、仕掛品が96百万円それぞれ増加したものの、受取手形及

び売掛金が235百万円減少したことによるものです。 

  
（負債） 

当第３四半期連結会計期間末における負債は、645百万円（前連結会計年度末比105百万円増加）

となりました。 

 これは主に、買掛金が19百万円減少したものの、短期借入金が111百万円増加したことによるも

のです。 

  
（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、160百万円（前連結会計年度末比168百万円減

少）となりました。 

 これは主に、四半期純損失171百万円の計上に伴う利益剰余金の減少によるものです。 

  

  

  

  

平成25年５月15日に公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。 

※ 業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断した見通しであるもので

あり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（２）財政状態に関する説明

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
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 該当事項はありません。 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 161,903 214,068

受取手形及び売掛金 387,441 151,618

商品 － 1,268

仕掛品 2,113 99,029

貯蔵品 443 215

その他 11,774 27,929

貸倒引当金 △206 △232

流動資産合計 563,468 493,896

固定資産   

有形固定資産 10,715 17,380

無形固定資産   

のれん 219,731 208,532

その他 5,247 12,521

無形固定資産合計 224,978 221,053

投資その他の資産   

その他 70,161 73,966

貸倒引当金 △609 △609

投資その他の資産合計 69,552 73,357

固定資産合計 305,246 311,791

資産合計 868,715 805,687

負債の部   

流動負債   

買掛金 64,316 44,768

短期借入金 120,500 231,500

1年内返済予定の長期借入金 19,080 46,206

未払法人税等 13,788 11,403

賞与引当金 14,993 17,700

役員賞与引当金 1,750 2,700

その他 149,481 121,513

流動負債合計 383,910 475,790

固定負債   

長期借入金 119,020 132,758

その他 36,957 36,957

固定負債合計 155,977 169,715

負債合計 539,887 645,506

純資産の部   

株主資本   

資本金 881,369 883,469

資本剰余金 151,299 153,399

利益剰余金 △705,571 △877,005

株主資本合計 327,096 159,863

新株予約権 1,731 153

少数株主持分 － 164

純資産合計 328,827 160,181

負債純資産合計 868,715 805,687
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 615,184 964,911

売上原価 390,964 706,173

売上総利益 224,220 258,738

販売費及び一般管理費 300,925 434,637

営業損失（△） △76,705 △175,898

営業外収益   

受取利息 60 89

受取出向料 4,325 9,500

助成金収入 252 12

その他 120 1,936

営業外収益合計 4,759 11,538

営業外費用   

支払利息 218 3,217

その他 6 58

営業外費用合計 224 3,275

経常損失（△） △72,170 △167,635

特別利益   

固定資産売却益 － 220

受取補償金 － 10,486

新株予約権戻入益 93 －

特別利益合計 93 10,706

特別損失   

固定資産除却損 200 1,863

本社移転費用 － 3,186

特別損失合計 200 5,049

税金等調整前四半期純損失（△） △72,276 △161,977

法人税、住民税及び事業税 4,036 9,550

法人税等合計 4,036 9,550

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △76,313 △171,528

少数株主損失（△） － △95

四半期純損失（△） △76,313 △171,433
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 四半期連結包括利益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △76,313 △171,528

四半期包括利益 △76,313 △171,528

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △76,313 △171,433

少数株主に係る四半期包括利益 － △95
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 該当事項はありません。 

  

  

  

  

当第３四半期連結累計期間において四半期純損失を171,433千円計上したことなどにより、株主資本

の金額は、前連結会計年度に比して167,232千円減少しております。 

  

  

  

  

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△25,239千円には、セグメント間取引消去5,522千円、のれん償却額

△30,762千円が含まれております。 

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（のれんの金額の重要な変動） 

平成24年５月30日に東京アプリケーションシステム株式会社の株式を取得し、連結の範囲に含めたこ

とに伴い、第１四半期連結会計期間において、のれんが263,677千円増加しております。 

 なお、当該のれんの償却額は報告セグメントに配分しておりません。 

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

 

報告セグメント

合計
調整額 
(注)１

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２

コンサルティン
グ事業

システム開発事
業

計

売上高            

 外部顧客への売上高 281,984 333,200 615,184 615,184 ― 615,184

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ― ―

計 281,984 333,200 615,184 615,184 ― 615,184

セグメント利益又は 
損失（△）

△57,638 6,172 △51,465 △51,465 △25,239 △76,705
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△34,905千円には、のれんの償却額△44,555千円、セグメント間取引

消去9,650千円が含まれております。 

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整を行っております。 

  

 ２．報告セグメントの変更等に関する事項 

当第３四半期連結累計期間において、シーエムジャパン株式会社及びフロント・アプリケーションズ

株式会社を連結子会社とし、「システム開発事業」セグメントに区分しております。 

 これに伴い、当社が営む事業を「コンサルティング事業」に、東京アプリケーションシステム株式会

社、シーエムジャパン株式会社及びフロント・アプリケーションズ株式会社が営む事業を「システム開

発事業」に、それぞれ区分しております。 

 なお、前第３四半期連結累計期間において「業務・システム最適化ソリューション事業」及び「シス

テム構築事業」としていた報告セグメントの名称は、それぞれ「コンサルティング事業」及び「システ

ム開発事業」に変更しております。これらの名称変更に伴う報告セグメントの区分の実質的な変更はあ

りません。これに伴い前第３四半期連結累計期間のセグメント情報における報告セグメントの名称を、

変更後の名称で記載しております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（のれんの金額の重要な変動） 

平成25年４月にシーエムジャパン株式会社及びフロント・アプリケーションズ株式会社の株式を取得

し、連結の範囲に含めたことに伴い、当第３四半期連結累計期間において、のれんが28,352千円増加し

ております。 

 なお、当該のれんの償却額は報告セグメントに配分しておりません。 

  

  

  

  

 該当事項はありません。 

  
  

 

報告セグメント

合計
調整額 
(注)１

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２

コンサルティン
グ事業

システム開発 
事業

計

売上高            

 外部顧客への売上高 266,414 698,497 964,911 964,911 ― 964,911

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高

― 1,858 1,858 1,858 △1,858 ―

計 266,414 700,356 966,770 966,770 △1,858 964,911

セグメント利益又は
損失(△)

△141,064 71 △140,993 △140,993 △34,905 △175,898
 

（重要な後発事象）
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